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発注者の満足度の高い
 木造建築をつくるには、

「施工管理図書」が必要です
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「施工管理図書作成の手引き」ができました！
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これからの事務所建築は
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中規模ビル
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設計の手引き
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■重点施工管理図書一覧

工事段階
重点施工管理
図書の名称

Ⅰ.着工前準備

総合施工計画書

8.仮設計画 総合仮設計画図

足場計画図

Ⅱ.施工計画

6.施工要領 施工フロー

木材の品質管理・加工

接合金物・アンカーボルト

建て方計画・施工精度

接合部

耐力壁・水平構面

防腐・防蟻

Ⅱ-③

項目

Ⅰ-①

1.総則

2.工事概要

3.工程表

4.施工管理体制

5.工程管理・品質管理

6.作業員の安全管理

7.近隣の安全確保・環境配慮

4.施工管理体制

5.材料調達

Ⅱ-②

7.安全・衛生管理

総合施工計画書関連図書 Ⅰ-② 9.プレカット図

10.木構造工事見積書

11.施工図

木工事（構造）施工計画書

Ⅱ-①

1.総則

2.工事概要

3.工程表

1

「施工管理図書」を整備・活用することで、非住宅・木造低層小規模建築物の施工品質・工程・工事費・安全の管理を効率よく

今、地域のつくり手による
地域に根ざした木造建築の推進
が求められています

　地域産業の振興を通じた地域の活性化、木材活用を通じた森林資源や地球環
境の保全を目的として、全国的に木造建築の整備推進の追い風が吹いています。
　それを実践するために、地域のつくり手による地域に根ざした木造建築の推
進が求められています。
　また、住宅需要が減少傾向にある現在、住宅建設に加えて、事務所、店舗、
高齢者施設などの非住宅の木造建築の需要も高まりつつあります。
　地域の活性化と、さらなる非住宅木造建築の推進には、今まで地域の住宅建
築を支えてきた地域の工務店等の幅広い参画が望まれています。

発注者の要望を効率よく実現するためには、
工事関係者の情報共有にもとづいた
確実な施工管理が必要です

　非住宅木造建築の工事は、公共建築や事業用建築であることが多く、発注者、
設計者、施工者（元請業者及び協力業者）の三位一体の連携作業が不可欠です。
　発注者の要望を確実に実現するには、「品質」、「工期」、「工事費」、「安全」
に関する情報を適時適確に共有・確認し、間違い・手戻りのない効率的な施工
管理を実施することが必要です。

手戻りのない確実な施工管理を
効率的に行うために、
情報共有ツールとしての 「施工管理図書」の
整備が必要です

　発注者、設計者、施工者の三者が効率よく連携するための情報共有ツールと
して、RC造・鉄骨造等の公共建築や事業用建築の工事実施の際に整備されて
いる「施工管理図書」の活用が工事実施上有効であることが認識されています。
　非住宅木造建築の工事に際しても、施工管理図書を情報共有ツールとして活
用することが施工管理の効率化の上で有効と考えられます。

「施工管理図書作成の手引き」を活用して
地域に根ざした非住宅・木造建築を
実現しましょう

　ウッド・チェンジ協議会／低層小規模建築物グループでは、地域工務店等が非住宅木造
建築の施工管理図書整備時に参照してなぞることができる「非住宅・木造低層小規模建築
物　施工管理図書作成の手引き」を作成しました。
　本手引きには、非住宅木造建築の施工管理に携わる上で不可欠な図書を、重点施工管理
図書（下表参照）として簡潔に整理し、着工前準備時の「総合施工計画書と関連図書」及び
施工管理実施時の「木工事（構造）施工計画書」の 2つの様式（フォーマット）とその作成
例を掲載しています。
　施工管理図書の作成例には、汎用性の高い材料や構法を用いた２階建て事務所建築の設
計モデルを活用しているため、施工管理図書の整備経験が少ない方でも、作成例の透写（ト
レース）により、最小限の労力で整備可能です。

●「総合施工計画書と関連図書」は、工事全般にかかる概要・体制・工程等の計画（Ⅰ-①）、
着工前に計画が必要となる仮設や施工関連の図書等（Ⅰ-②）の2つで構成されています。
●「木工事（構造）施工計画書」は、木工事（構造）の概要・体制等の計画（Ⅱ - ①）、施工
要領（Ⅱ -②）、安全管理の計画（Ⅱ -③）の 3つで構成されています。

施工管理図書の整備・活用によって、こんな良い効果が得られます

社内検査

手直し・修理

合 格 不 合 格

引渡し検査

手直し・修理

不 合 格合 格

完 了

全体建入れ調整・検査
・金物等締め付け

2  階部分建入れ調整・検査

接合金物取付
水平構面施工

※必要に応じて地組
※安全設備も同時に取付け

※必要に応じて地組
※安全設備も同時に取付け

※必要に応じて地組
※安全設備も同時に取付け

1階部分建入れ調整・検査 接合金物取付
水平構面施工

耐力壁の位置・釘の検査

小屋柱・束取付け

登り梁・つなぎ梁取付け

母屋取付け

2Ｆ柱取付け

小屋梁取付け

現場搬入

土台取付け

1Ｆ柱取付け

床梁取付け

耐力壁施工

受入検査

1Ｆ

「施工管理図書作成の手引き」で重点施工管理図書として
その様式（フォーマット）と作成例を掲載している図書

木工事（構造）
にかかる
概要・体制・
工程等の計画

木工事（構造）
にかかる施工
要領

木工事（構造）関連の
安全管理等の計画

詳しくは、「非住宅・木造低層
小規模建築物 施工管理図書
作成の手引き」を参照してく
ださい。
また、施工管理図書の様式
（フォーマット）の Excel デー
タをダウンロードすることが
できますので、是非ご活用く
ださい。

建て方フロー：
木材の現場搬入から建て方完
了までの手順及び検査のタイ
ミングを整理し、建て方に関
係する工事関係者間で共有す
るための図書

使用する木質材料：
使用する木質材料の種別ごとに、使用
部位、樹種、区分、含水率等について
整理した図書

1

2

3

4

※ JAS 構造用製材を用いた場合の作成例

発注者

協力業者

元請業者設計者

施工管理図書を、情報共有、発注者説明のための
効率的かつ有効なツールとして活用

施工管理図書の適時適確な作成と協力業者との共有を通じて
品質・工程・工事費・安全を担保した効率のよい工事実践が可能

施工管理図書活用の効果　　
①発注図書通りの品質の木造建築を効率よく確実に実現
②発注工期を手戻りなく遵守した工事進行で、事業実施に貢献
③工事費を発注要件内で合理的に実現して、事業計画に寄与
④工事の安全を担保する計画により、効率のよい工事を遂行

66..33  木木材材のの品品質質管管理理

66..33..11  使使用用すするる木木質質材材料料　　（（NNoo..4400））

■JAS構造用製材

機械等級
区分

柱 ■スギ □乙種 □１級 ■E70 □SD15 □K3 □無節

□ヒノキ □２級 □ ■SD20 □他 □上小節

□３級 □SD25 ■なし ■小節

□並

梁 □スギ □甲種Ⅰ □１級 □E70 □SD15 □K3 □無節

□ヒノキ □甲種Ⅱ □２級 □ □SD20 □他 □上小節

□３級 □SD25 □なし □小節

□並

土台 □ヒノキ

□

□地域認証材

認証制度名 ○○県産材認証制度

部位 樹種 含水率 備考

柱 □スギ □SD20

□ヒノキ □SD25

梁 □スギ □SD20

□ □SD25

土台 □ヒノキ □SD20

□ □SD25

■無等級材

部位 樹種 含水率 備考

柱・束 □スギ ■SD20

■ヒノキ □SD25

梁・母屋 ■スギ ■SD20

・棟木 □ヒノキ □SD25

□ベイマツ

土台 ■ヒノキ ■SD20

□ □SD25

※ヤング係数は、全数を対象に測定を行い、基準強度を満たしていることの確認を原則とする。

□小節　■特等（特1等）　□１

等

□E90相当
□小節　■特等（特1等）　□１

等

□無節　□上小節

□
□小節　■特等（特1等）　□１

等
■E70相当 □無節　□上小節

□無節　□上小節
□小節　□特等（特1等）　□１

等

ヤング係数 材面の美観

□
□小節　□特等（特1等）　□１

等

備考
目視等級区分

ヤング係数 材面の美観

□E70 □無節　□上小節

□E70相当 □無節　□上小節

部位 樹種
区分

含水率 保存処理
材面の
美観

□
□小節　□特等（特1等）　□１

等
□E70 □無節　□上小節

着工前に計画
が必要となる
仮設及び施工
関連の図書

工事全般にか
かる概要・体
制・工程・安全
管理等の計画

⑪仮設電力

⑦資材等仮集積場

各種工事の管
理体制・工事
の管理内容を
定めた施工要
領等を計画

工事全般にか
かる体制・工
程・仮設計画・
安全管理等の
計画

プレカット図（2階床伏図）：
設計者・施工者・プレカット事
業者が木構造にかかる木材及
び金物等の仕様、加工形状、配
置等に関する情報を共有

③荷揚計画
　（建て方用荷揚計画含む）

⑩仮設給水
現場事務所、
作業員休憩
所付近に設
置し、トイ
レの手洗い
も兼ねる。

②場内通路
　各種スペース

①仮囲い・門扉（ゲート）
 ・敷地と道路の形状や交通量を確認した上で、
出入りしやすく危険の少ない位置に設置する。

 ・工事車両が出入りするゲートは車両用と人用
を区別して設置することが望ましい。

⑨各種看板類
　法令で規定されたもの等

 ・資材ストックヤードは、建て方時
に資材搬入及び地組を行うエリア
として利用することを検討する。

 ・工事規模・内容に応じた規模の倉
庫及び産廃コンテナを配置する。

総合仮設計画図：
当該工事の規模・形状・敷地及び工程等の
諸条件を踏まえ、現場に必要な仮設備、建
物、各種スペース、楊重計画等の全体的な
配置等を総合的に計画した図書

④建物外部足場
　詳細は足場計画図による

①柱の位置・種類

②間柱の位置・上下関係

③横架材の位置・梁成・形状

④横架材の継手位置・形状

⑤接続金物の種類・仕様

⑥合板受材の位置

⑪特記がある材の仕様


